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99mTc-MDPによる骨スキャンで,肝に異常集積 を示 した

全身性アミロイドーシスの1例

一柳 健次 木水 潔 玉村 裕保

小沢ふ じ子* 小川 滋彦**

要 旨

M蛋白を伴った全身性アミロイドーシスの患者に

於て,99mTc-MDP骨スキャンを施行し,肝への異

常集積を認めた｡Ga-67citrateスキャンは,肝へ

の集穣低下を認め,また,99mTc-スズコロイ ドに

よる肝スキャンでは,欠損を呈 した｡腹部 CT で

は,肝のアミロイ ド沈着の多い部位が,境界不鮮明

な低吸収域 として描画され,超音波検査では,やや

低エコーの不均一なエコーパターンであった.

症 例

76歳,男性｡

主訴 :食思不振,上腹部膨隆｡

家族歴 :母 97歳脳血管障害にて死亡｡

既往歴 :46歳胃潰虜にて胃切除｡

60歳左大髄骨骨髄炎｡

現病歴 :昭和 40年頃より上腹部膨隆に気付いて

いた｡昭和 58年 1月上腹部鈍痛,同6月食思不振

を認め,肝腫大を指摘され,当院外科に入院した｡

病理学的所見として,肝を正中で 10横指硬 く触

知 した｡検尿,血算異常な く,血清蛋白6.6g/dJ

(Alb53.3%,α13.9%,α28.5%,β9.2%,M 蛋

白18.9%,γ6.2%,),IgA145mg/dJ,IgM69

mg/dJ,IgG2,520mg/dJ,血清比粘度 1･65,血清

蛋白の免疫電気泳動では,IgGか ソバ型が証明され

た｡血 液 生 化 学 検 査 で は,Bil°.98mg/dJ,

ITT3.2,TTTO.4,Chole152,Al-Pase720,

GOT42,GPT37,LDH319,γ-GTP170,S-

Amylase191,BUN20mg/dJ,クレアチニン1.1

mg/くり,K4.66mEq/∫,Na142.3mEq/∫,

Fig1 Posteriorview andrightla

teralview,using99mTc-MDPshowabnomaluptakeintheliver.Fig2 99mTc

-Sn-colloidimagesofposteriorlivershowhepatomegalywithlargeareasofdecrease

dactivity.Thereisnouptakeinthespleen.Abnormalacctmulationof99mTcIMDPinsystemicamyloidosisof

theliver.KenjiIchiyanagi,KiyoshiKimizu
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Fig.3 EnhancedCTshowslargeareasoflowdensityintherightlobeoftheliver.Thesplee

nshowsdiffuselylowdensity.Fig.4 In

tercostalultrasonographyshowsslightless

echogenicareawithheterogeniousechopattem intherightlobeofthe

liver.Fig5 Anteriorview using g
allium citrate,Showsdecreasedactivityintheliver,es

peciallyintherightl

obe.CL99.9mEq/∫,RBF441mg/m

in,RPF285mg/mm ,GFR79.8

ml/minであった｡骨髄窄刺では,有核細胞数 130,000/

mm3,形質細胞 1.8%で,形質細胞に明らかな

異型性を認めず,骨髄腫 と断定できなかった｡99m

Tc-MDP30mCi投与後 5時間の骨スキャン

では,肝に一致した RI 集積を認めた(Fig.1)0 99mTc-スズコロイド4mCiによる肝スキ

ャンでは,肝腫大,右葉の大部分と左葉の一部に

欠損像 を認め,牌 も欠損像 を呈 した (Fig.2)｡エンハンスCTでは,肝腫大

,左葉延長と,右葉に境界不明瞭な低吸収域を認め

た(Fig.3)｡超音波検査では,右葉は,やや低

エコーで不均一なェコ-パターンで,相対的に血管

系が高エ コーになっていた(Fig.4)0 Ga-67citrate3


